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２　施策の取組状況
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３　都市と農村の交流促進

新たな資源が発掘，活用され本市の観光資源の価値がさらに高まり，市民も自らの地域に誇りを
持つことで，多くの人に宇都宮を訪れ楽しんでもらえるような，魅力ある観光と交流が創出されてい
ます。
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施策目標 地域住民がコミュニティに参画し，都市住民とのな交流も活発に行われ，活力ある地域社会が形成されています。
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◆「さつき＆花フェア」などのイベントは，新たな情報発信や内容の充実を図ったことにより来場者が増
加した。
◆農林公園ろまんちっく村を道の駅としてリニューアル・オープンし，道の駅の持つ知名度や情報発信力
を活かした結果，対前年比１１０％（１１１万人）の来園者を迎えることができ，また，梵天の湯では１
０周年記念イベントを開催するなど積極的な事業展開を図ったところ，開館以来２番目の来館者を数える
など，集客力の向上を図ることができた。
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※『①施策指標』の単年度の達成度の計算について
　
  ★ 逓増型の指標（目標値が基準値より増加することが望ましいもの）　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　×　１００　（％）

　
　★ 逓減型の指標（目標値が基準値より減少することが望ましいもの）　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ×　１００　（％）
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３　施策を構成する事業の状況

４　今後の施策の取組方針

市内外からの来園者
・施設の維持保全，魅力向上に
伴う整備

市内外からの来館者 ・施設の維持保全等
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○

事業名

農業・農村ふれあい交流事業

2 農林公園整備事業

№

地域交流館整備事業3

市民を含む都市住民及びふ
れあい交流事業を実施する
団体

・農作業体験及び農家生活体験 Ｈ１７

Ｈ８

戦略Ｐ・
主要事業

事業が属する総合計画の構成事業名

・農業・農村ふれあい交流事業の推進

・農林業観光交流施設の充実

「農」への理解促進と農村地域の活性化のため，農業体験や自然観察な
どの交流事業を充実させることなどにより交流人口の増加を図る。

農林業への理解促進と農業者（農村）と消費者（都市住民）の交流促進
を図るため，農畜産物のPRや地産地消を推進するイベント内容を充実
することで集客性の向上を図る。

5 農林業祭開催事業 ・農林業イベントの充実
宇都宮市農林業祭開催委員
会

・農林業祭（イベント）の開催

・農林業観光交流施設の充実

・農林業イベントの充実

Ｓ３７

・宇都宮さつき＆花フェア（イ
ベント）の開催

各市立小・中学校の食育体
験事業を実施する団体

・農作業体験及び自ら収穫した
農作物の食味体験

・農業・農村ふれあい交流事業の推進

宇都宮さつき＆花フェア開催事業

食農体験学習事業

6

◆都市と農村の交流を促進するためには，農作業などの体験メニューの創出や受入れ体制の構築などグリーンツーリ
ズムの展開に向けた新たな事業内容の検討が必要である。
◆「ろまんちっく村」や「上河内地域交流館」などの農林業観光交流施設は，集客の維持や向上を図るために，常に
魅力的なサービスを提供する必要がある。

〈施策全般〉
◆都市と農村の交流促進を図るため，本市の豊かな農資源を活用した農業体験や自然体験等の充実や，農林業祭などの交流イベ
ントの展開を図るとともに，ろまんちっく村などの観光交流拠点との連携した，本市ならではのグリーンツーリズムを検討し，
魅力的な事業を推進していく。

今後の方向性

課題

〈主要事業〉
◆農業・農村ふれあい交流事業については，農作業等の体験を通して本市の豊かな「農」への理解促進と農村地域の活性化を図
るため，農業者や地域と意見交換等を行いながら，都市住民のニーズに対応した体験メニューの創出や受け入れ体制の構築など
事業内容の充実を図る。

方向性

Ｈ８
市の花「さつき」のイベントを通して，本市のイメージアップと交流促
進を図るため，県外へのＰＲや，各層で楽しめるイベント内容を充実す
ることで集客性の向上を図る。

宇都宮さつき＆花フェア実
行委員会

児童及び生徒が，農業及び食への理解関心を深めるため，地元農業者等
と連携し，市内全市立小・中学校で実施する食農体験学習事業を支援
し，円滑な事業推進を図る。

Ｈ２０

対象者・物（誰・何に） 取組（何を）

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針開始年度
事業内容

上河内地域交流館は，イベントの開催や広報活動の強化により，来館者
が対前年比101％の25万3千人に増加した。
施設の管理運営が適切に実施されるよう，モニタリングを行うととも
に，指定管理者と連携を強化しながら交流を促進し，更なる集客向上を
図る。

Ｈ１２

平成２４年９月に道の駅として供用開始し，来園者数が対前年比
110％の111万人を達成した。
施設の管理運営が適切に実施されるよう，モニタリングを行うととも
に，指定管理者と連携を強化しながら，来園者に親しまれる公園となる
よう魅力を向上し，更なる集客向上を図る。


